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フロッピーディスクから始まった 30年革新の旅 
3月 14日、アンラボの創立30周年を迎えて記念式が開催された。この場で、アンラボが歩んできた 30年間の足跡を振り返り、韓
国国内セキュリティ業界を先導する企業に成長するために寄与したさまざまなセキュリティソリューションの誕生と発展を振り返った。19
88年 6月、たった 1枚のフロッピーディスクに入った V3 ウイルス対策ソフトから始まったアンラボは、セキュリティ脅威の流れに合わせ
て PC とモバイルなど、エンドポイントからネットワーク、クラウド、CPS (Cyber-Physical System) までの全領域を網羅するセキ
ュリティソリューションを継続的に発展させてきた。今回の記事では、アンラボの代表的な製品とサービスの変遷について紹介する。 

 

 

 

1. 1988~2003年: 韓国サイバーセキュリティの第一歩 - V3 とモバイルセキュリティソリューションの誕生 

1988年、世界初のウイルス 「ブレイン (Brain)」 ウイルスが韓国に拡散し始めた。当時はこのウイルスを駆除する方法がなく、感
染被害が増加する一方だった。 

 

ソウル大学医学部に在学中のアン・チョルス博士は、海外の雑誌で 「ブレイン」 ウイルスの情報を知り、自分のフロッピーディスクを確
認した。3枚が感染していることを発見した彼は、毎晩徹夜でウイルスを分析し、1988年 6月、コンピューターウイルスを駆除するウ
イルス対策ソフトを開発した。 

 

その後、ウイルス対策ソフトを継続的に改善し、3番目のバージョンまで開発されたことから 「V3」 という名前が付けられた。アン・チョ
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ルス博士は、自身が開発したソフトを全国のユーザーに無料で配布し、韓国初のウイルス対策ソフトが誕生した。もともと個人 PC 
を保護するために開発された V3 は、企業・団体向けにまで拡張され、韓国を代表するセキュリティソリューションとして定着した。 

 

[図 1] ウイルス対策ソフトで駆除したフロッピーディスク 

 

2000年代に入って、V3 はさらに速く革新へと向かっていった。特にこの時期は、携帯電話の普及と共にモバイル環境を狙った新し
いセキュリティ脅威が登場し始めた。そこでアンラボは、2001年に PDA 向けの 「V3 Mobile for Palm」 を発売し、モバイルセ
キュリティソリューションの開発に乗り出した。続いて、2003年には世界初のモバイル向けウイルス対策ソフト 「V3 Mobile for WI
-TOP」 を発売し、モバイルセキュリティ市場を開拓していった。 

 

2. 2007~2009年: ネットワークセキュリティ革新の始まり - TrusGuard と TrusGuard DPX の登場 

2000年代初頭に超高速インターネットの普及が進むにつれ、企業と個人はネットワークベースの環境にさらに依存するようになった。
オンラインバンキング、電子商取引、オンラインゲームの活性化により、セキュリティ脅威も急激に増加した。 

 

2005年、韓国でネットワークセキュリティの重要性が高まり、IPS(Intrusion Prevention System)、ファイアウォール(Firewall)
、UTM(Unified Threat Management) ソリューションなどが注目され始めた。アンラボはこうしたセキュリティ環境の変化を先導
するため、2007年にファイアウォールと多様なセキュリティ機能を統合した次世代 UTM(Unified Threat Management) ソリュ
ーション 「AhnLab TrusGuard」 を発売した。 
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[図 2] AhnLab TrusGuard UTM 1000 

 

従来の V3 がマルウェアの事前流入を遮断する役割を果たしていたのに対し、「AhnLab TrusGuard」 はネットワークトラフィック
経由で流入するワーム(Warm)、ボット(Bot)などの拡散を防ぎ、V3 と連携して NAC (Network Access Control) ソリュー
ションなしでも PC のセキュリティ状態に応じたインターネット接続制御をサポートした。また、マルウェアに感染した PC の有害トラフィ
ックを遮断および自動駆除する機能を提供した。「AhnLab TrusGuard」 はファイアウォール/VPN ソリューションの基本機能を超
えて、セキュリティ脅威の検知・遮断機能と結合し、強力な統合ソリューションとしての地位を確立した。 

 

「AhnLab TrusGuard」 は、2014年から 2018年まで 「Gartner Magic Quadrant」 のエンタープライズネットワークファイア
ウォール部門で 5年連続に掲載されるという成果を収めた。 

 

2009年 7月 7日、韓国を襲った DDoS 大乱で青瓦台、国会、国防部などの主要国家機関、メディア、ポータルサイトが大きな
被害を受けた。その後も続く DDoS 攻撃に対抗するため、アンラボは 2010年に DDoS 専用防御ソリューション 「AhnLab Tr
usGuard DPX」 を発売した。 

 

 

[図 3] (左) AhnLab TrusGuard DPX 2000 (右) AhnLab TrusGuard DPX 6000 

 

「AhnLab TrusGuard DPX」 はモバイルモニタリング機能を提供し、セキュリティ管理者がスマートフォンやタブレット PC などのモ
バイルデバイスを通じてリアルタイムで防御状況を確認できるようにした。特に、クラウドベースの技術を活用して PC で検知された D
DoS 攻撃情報を連携し、攻撃を誘発するマルウェアを除去する機能を提供した。さらに新規 DDoS 攻撃情報の収集・分析を行
い、事前に予防できるようにサポートした。製品の提供にとどまらず、運用から対応までセキュリティサービスを導入し、DDoS 攻撃に
対する持続的な保護をサポートした。 

 

「AhnLab TrusGuard DPX」 はその後も進化を続けており、現在は 「AhnLab DPX」 という名前で市場に提供されている。 
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3. 2018年: ネットワークおよびエンドポイントセキュリティの進化 - 「AhnLab TMS」 と 「AhnLab EDR」 

「AhnLab TrusGuard」 と 「AhnLab TrusGuard DPX」 がネットワークセキュリティの重要なマイルストーンを打ち立てた後、2
018年、アンラボはネットワークとエンドポイントセキュリティを強化する 2つの核心ソリューションを発売し、セキュリティ環境にまた別の
変化をもたらした。「AhnLab TMS」 と 「AhnLab EDR」 は従来のセキュリティモデルを超え、より精巧で体系的な脅威対応のた
めの革新的なアプローチを提示した。 

 

「AhnLab TMS」 はネットワーク統合脅威管理プラットフォームであり、IT 環境の拡張と複雑化したセキュリティ問題に対する効果
的な解決ソリューションを提供する。従来の統合管理ソリューションが製品別、検知タイプ別に分かれた情報照会と限定された分析・
統計機能を提供するにとどまったのに対し、「AhnLab TMS」 はファイアウォール、IPS、DDoS 防御、APT 防御製品を連携させ
て、1つの画面で全ての製品のログとイベントを照会・管理できる。これにより、収集された各種イベントを連携して統合分析およびモ
ニタリングでより精巧な対応が可能になった。 

 

[図 4] AhnLab TMS 

 

「AhnLab EDR」 はアンラボの独自行動分析エンジンを活用してエンドポイントの脅威を検知・対応するソリューションである。PC 
を含めてさまざまなデバイスで発生するすべての行為をモニタリングし、未知の脅威の潜伏期間を最小化し、潜在的な被害と再発を
防ぐことに焦点を当てる。特に、AhnLab V3、AhnLab MDS(サンドボックスソリューション)、AhnLab EPP (エンドポイントセキュ
リティプラットフォーム) などと連携して脅威対応能力を最大化し、企業環境に最適化されたエンドポイントの運用をサポートする。 

 

さらに、アンラボが最近発売した脅威検知・対応サービス 「AhnLab MDR」 と連携すると、顧客のエンドポイント環境で発生した
脅威に対する専門的な分析とリアルタイム対応機能を提供する。EDR で収集されたログは MDR 監視センターに送信され、専門
家の分析を通じてマルウェアの行為分析および詳細レポートを提供し、これにより顧客は脅威を迅速に特定・対応することができる。 
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[図 5] AhnLab EDR ダッシュボード 

 

「AhnLab EDR」 はこのような強力な機能をベースに顧客に最適化されたセキュリティ管理と脅威対応能力を提供し、現在でも企
業のセキュリティ環境を一層強化するための重要な役割を担っている。 

 

4. 2020年: クラウドセキュリティへの進化 - AhnLab CPP 

2020年、パンデミック時代の到来により、企業はデジタルトランスフォーメーションのためのインフラおよびアプリケーションのクラウド化が
急速に進行した。それに伴い、クラウドサービスの安全な可用性とビジネスの継続性を保証することがセキュリティ分野の重要な課題
になり、多くの企業がクラウドセキュリティについて悩んでいた。これを解決するために、アンラボは 2020年 6月 5日、韓国初のクラウ
ドワークロード保護プラットフォーム 「AhnLab CPP (Cloud Protection Platform)」 を発売した。 

 

「AhnLab CPP」 はアンチマルウェア、ホスト IPS、アプリケーションコントロール、コンテナセキュリティなどの機能を備えた統合セキュリ
ティプラットフォームであり、安全なクラウド環境を構築するために必要なさまざまなセキュリティ機能を提供する。単一管理コンソールを
通じてワークロード保護の要件を満たし、知能化された脅威からサーバーワークロードを安全に保護する。「AhnLab CPP」 はオンプ
レミスからクラウドまで拡張されたハイブリッド環境を網羅し、有機的なセキュリティ脅威管理・対応機能をサポートする。 

 

初発売以降、「AhnLab CPP」 は可用性を向上させる性能改善を通じて持続的に高度化された。サーバー運営方式の要件の
変化に合わせて、クラウド環境でのセキュリティを持続的に強化している。 

 

5. 2020～2023年: OT 環境まで拡張されるセキュリティ - AhnLab CPS PLUS 

サイバーセキュリティの境界が崩れ、IT 環境はもちろん、製造、エネルギー、輸送などさまざまな業界の OT (Operational Techn
ology) 環境もセキュリティの脅威にさらされるようになった。既存の IT セキュリティ方式では対応が難しくなり、OT 領域だけでなく、
IT と OT の接点、エンドポイント、ネットワーク、ICS セキュリティ体系を含む包括的なアプローチが必要になった。これに伴い、アン
ラボは IT と OT を網羅する統合 CPS セキュリティプラットフォーム 「AhnLab CPS PLUS」 を運営している。 
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[図 6] AhnLab CPS PLUS 構造図 

 

「AhnLab CPS PLUS」 は、パデュー (Purdue) モデルをベースに、さまざまな IT および OT セキュリティソリューションが有機
的に動作する構造である。核心モジュールには、OT エンドポイントセキュリティソリューション 「AhnLab EPS」 と OT ネットワークの
可視性および脅威検知ソリューション 「AhnLab XTD」 がある。 

 

まず、2014 年に初登場した 「AhnLab EPS」 は、許可リストに基づいて不要なプログラムや外部記憶媒体、ネットワーク接続な
どを遮断し、システムの安定性を保証する。設備の可用性を確保するための超軽量エージェントにより、システムリソースを最小化し、
3段階の ロック運用モードを提供して OT 環境でのセキュリティ運用を最適化する。「AhnLab EPS」 もここ 10 年間で高度化
を重ねており、2024 年 3月には 3.0 バージョンをリリースして顧客に提供している。 

 

次に、2022 年に発売された 「AhnLab XTD」 は、ネットワークベースの OT 可視化を提供し、IT ネットワークから流入する脅
威だけでなく、OT ネットワーク内部で拡散するマルウェアおよび脆弱性攻撃も検知する。独自開発したプロトコルプロファイリングおよ
びディープパケット分析 (Deep Packet Inspection、DPI) 技術を適用し、OT 環境内のさまざまなデバイスとトラフィックを詳細
に分析し、高いレベルの可視化を提供する。 

 

「AhnLab XTD」 は 「AhnLab EPS」 と連携すると、ネットワーク領域だけでなく OT ネットワークに接続されたサーバーおよびワ
ークステーションの OS パッチバージョンなど、エンドポイントまでの可視化を拡張することができる。 
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6. 2023年: 脅威の検知と対応の進化 - AhnLab XDR 

セキュリティイベントが指数関数的に増加する一方で、それを検知・対応するセキュリティ人材は十分ではない状況である。このような
セキュリティ運用の限界を克服するために、アンラボは 2023年 10月 5日、韓国初の拡張型検知・対応プラットフォーム 「AhnLa
b XDR (eXtended Detection and Response)」 を発売した。 

 
[図 7] AhnLab XDR ダッシュボード 

 

「AhnLab XDR」 は、エンドポイント、ネットワーク、クラウドなどさまざまな領域でデータを収集・分析し、リスクを特定する。単純な検
知・対応を超えて危険度を評価し、優先順位を設定することで、組織のセキュリティレベルを向上させることを目指している。特に、AI
 と機械学習 (ML) 技術を活用し、セキュリティの効率性および正確性を高め、ユーザーのセキュリティ運用を最適化する。 

 

「AhnLab XDR」 は収集されたさまざまなイベントおよびデータを連携分析 (Context Analysis) し、これを「リスク指数 (Risk 
Score) 」で定量化してセキュリティ担当者が危険度を直感的に把握できるようにする。これをベースに検知された脅威に対してアラ
ートを発生させたり、セキュリティソリューションと連携して自動的に対応するなど、対応プロセスを体系化することができる。また、クラウ
ドベースの SaaS (Software as a Service) 形式で提供されるため、拡張性と安定性を考慮したセキュリティ環境の構築が可
能である。 

 

2024年: 真の統合セキュリティの指標 - AhnLab PLUS  

2024年、アンラボは 30年にわたるセキュリティ革新の視野を製品からプラットフォーム中心に拡張した。その結果、エンドポイント (E
NDPOINT)、ネットワーク (NETWORK)、クラウド (CLOUD)、セキュリティ運用 (CONNECT)、サービス (SERVICE)、CPS 
など 6つの領域を包括するアンラボ統合セキュリティプラットフォーム 「AhnLab PLUS」 を発表した。 
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[図 8] 「AhnLab PLUS」 プラットフォーム 

 

「AhnLab PLUS」 は数百個のセキュリティ課題と数万個の脅威を単一プラットフォームで解決することを目指している。柔軟な連
携と自動化技術により、人と技術、技術同士の摩擦を最小化し、製品間の統合を超えて、プラットフォーム間の統合を実現し、ポイ
ントソリューションの限界を克服することが核心である。さらに、最新の脅威インテリジェンスを全プラットフォームに適用し、脅威の検
知・遮断・対応・リスク管理などの重要なセキュリティ機能を強化している。 

 

2025年~: 未来への挑戦 - AI 中心のセキュリティ技術進化 

アンラボは、これまで技術的進歩とセキュリティ市場の変化に合わせて、継続的に革新を成し遂げてきた。V3 から始まり、個人用 P
C、モバイルまでを網羅するエンドポイントセキュリティ、ネットワーク、クラウド、CPS まで保護領域を拡大し、各領域を効果的に保護
するための最適なソリューションを常に研究・開発してきた。今後も AI、クラウドセキュリティ、ゼロトラストなどの最新技術をもとに、さま
ざまな脅威に効果的に対応し、顧客の多様な要望を満たしていく予定である。特に、セキュリティにエージェンティック(Agentic) AI 
技術を通じて自律的なセキュリティシステムとしてデジタル環境でより強力なセキュリティサービスを提供するつもりだ。 

 

アンラボは、技術革新を通じて過去 30年間セキュリティ産業の発展を先導した企業であり、今後も未来の脅威に先制的に対応す
る準備が整っている。アンラボは、持続的な革新を通じて安心で信頼できるデジタル環境を提供し、セキュリティ市場での企業認知
度と信頼性をさらに高めてグローバル市場でもワールドクラスのセキュリティ企業に成長することを目指している。 

 

アンラボの 30年の歴史についてもっと詳しい内容は、以下のサイトで確認できる。 

▶ アンラボの 30周年記念サイトはこちら 

 

https://www.ahnlab.com/jp/30th/


 

 

http://jp.ahnlab.com/site/main.do 

http://global.ahnlab.com/site/main.do 

http://www.ahnlab.com/kr/site/main.do 
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アンラボとは  

株式会社アンラボは、業界をリードする情報セキュリティソリューションの開発会社です。 
1995年から弊社では情報セキュリティ分野におけるイノベーターとして最先端技術と高品質のサービスをご提供できるように努力を傾けてま
いりました。今後もお客様のビジネス継続性をお守りし、安心できるIT環境づくりに貢献しながらセキュリティ業界の先駆者になれるよう邁
進してまいります。 
アンラボはデスクトップおよびサーバー、携帯電話、オンライントランザクション、ネットワークアプライアンスなど多岐にわたる総合セキ
ュリティ製品のラインナップを揃えております。どの製品も世界トップクラスのセキュリティレベルを誇り、グローバル向けコンサルタント
サービスを含む包括的なセキュリティサービスをお届け致します。 


